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はじめに  

青山学院は、2020 年 1 月に「学校法人青山学院 中長期計画〈2020 年～2024 年〉」を 
発表しました。いつの時代も変わらない青山学院の核を成すミッションとして、建学の精神、

青山学院教育方針、スクール・モットー、そしてこれらに基づき定められた各設置学校の

理念や教育目標があります。一方で、少子高齢化やデジタル化等が急速に進む現代において、

時代の要請に応じて変化し続ける柔軟性も兼ね備える必要があります。本学では 10 年間の

ヴィジョンを示した「AOYAMA VISION 2014-2024」を掲げて実行しています。 
中長期計画はこのヴィジョンをより実現性の高いものにするための施策です。

「すべての人と社会のために未来を拓くサーバント・リーダーを育成する総合学園」とい

うヴィジョンの実現に向けた各設置学校の教育・研究等の取組と、それらを支える学院の

取組を、本事業計画書にまとめましたのでご覧ください。
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「青山学院・新経営宣言」 ～Be the Difference～ 

「青山学院・新経営宣言」は、少子化、学校間競争の激化、グローバル化といった学校を

取り巻く環境の変化に対応するための経営戦略の基本フレームであり、経営発展モデル

構想を示したものです。そして 、“Be the Difference”は、「私たちは、与えられた恵みに

よって、それぞれ異なった賜物を持っています。」（新約聖書 ローマの信徒への手紙

第 12 章 6 節）と「あなたがたは、それぞれ賜物を授かっているのですから」「その賜物を

用いて互いに仕えなさい。」（新約聖書ペトロの手紙（一）第 4 章 10 節）とから導かれた 
経営スローガンです。

この経営スローガンは、「地の塩、世の光」というスクール・モットーとともに青山学院

を支える価値観であり、学院に係わる一人ひとりの個性や各設置学校の独自性といった

多様な価値を尊重し、幼稚園から大学院までを擁する総合学園として、時代と社会が求める

世界に羽ばたくサーバント・リーダーの育成を目指すものです。

より良い教育・研究を実践していくには学院の財政基盤の安定が欠かせません。志ある

若者の経済支援に心を砕いた 万代順四郎
まんだいじゅんしろう

*1氏の遺志を受け継いで、奨学金や質の高い教育・

研究を行うための資金を充実させるため、万代氏の名前を冠した「万代基金 *2」を設立しま

した。本基金の目標金額は、1,000 億円です。 
この「万代基金」を支えるのは、校友、在校生、保護者等の青山学院に係わる全ての方の

愛校心です。これらの方々から「10 点満点の愛校心 ＊3」の評価を頂くに値する、魅力あふ

れる学院として、青山学院はこれからも成長・発展を続けます。

Each of us can make the world a better place
“世界は一人ひとりの力で変えられる” 

＊1）青山学院高等科卒業。三井銀行取締役会長、帝国銀行取締役頭取などを務め、戦後はソニー 
株式会社創立期の取締役会長や日本経済団体連合会常任理事として活躍した。青山学院では

理事長・校友会会長などを歴任。

＊2）青山学院発展のために、主に万代氏からいただいたご寄付をもとに発足した「万代奨学金」 
を充実・増強すべく「万代基金」として再組成したもの。給付型奨学金の充実と教育・研究

の質的向上を最重要課題としている。（Ⅱ-1 参照） 
＊3）青山学院に係わる方々へのブランドロイヤルティ（愛校心）調査の指標は、10 点をもって 

満点としている。

4つの基本戦略 

壁画「Be the Difference アート」はこちら

https://www.aoyamagakuin.jp/donation/bethedifferenceart
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「AOYAMA VISION パワーアップ宣言」～青山学院 150 年への挑戦～ 
 

 2017 年 11 月に発表した「AOYAMA VISION パワーアップ宣言」は、2014 年に策定し

た AOYAMA VISION の「すべての人と社会のために未来を拓くサーバント・リーダーを 
育成する総合学園」というヴィジョンはそのままに、150 周年に向けて挑戦する学院の姿勢

を示した「4 Challenges」の柱立てに再構成したものです。根底にあるグローバル化推進を

継続しつつ、「世界の AGU」を目標に掲げる大学の Action を主軸に、ヴィジョン実現に 
向けた取組を実行しています。ヴィジョン策定から 5 年の節目を迎えた 2019 年には、 
｢これまで｣の実績の振り返りと、今後 5 年間とその先を見据えた｢これから｣の新たな挑戦

や拡充していく取組を掲げ、各設置学校が目指す教育・研究、学校像を提示しました。 
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学校法人青山学院 中長期計画（2020-2024） 

青山学院では、建学の精神に基づいて中長期計画を策定し、それに紐づく事業計画・

実行計画を立てて遂行しています。各設置学校がそれぞれの教育理念・目標を活かしつつ、

AOYAMA VISION によって学院全体で同じ方向性を持った計画を策定しており、オール

青山の精神を体現しています。

【青山学院中長期計画全体図】

※事業計画は、中長期計画を具体化した単年度の計画です。 

【大学の中長期計画構成図】
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各設置学校及び学院の事業計画

Ⅰ．国際戦略発展のための AOYAMA VISION「4 Challenges」及び基盤整備 

昨今の急速なグローバル化や激変する世界情勢の中にあっても、青山学院の使命「すべて

の人と社会のために未来を拓くサーバント・リーダーの育成」を変わらず実践し続けるため

に、2020 年 4 月に国際戦略の推進体制として全学国際戦略推進委員会を設置しました。 
そして、「国際化推進に向けた青山学院のコミットメント～伝統と革新の融合～」を発表

し、キリスト教信仰に基づく教育と国際教育が、創立以来変わらぬ本学の基本使命であるこ

と、国際社会に貢献できる人間の育成を今後も継続していくことを明示しました。法人と

各設置学校の代表で構成される委員会では、各設置学校の教育理念・目標を活かしつつ、

学院全体としての国際戦略を策定し推進していきます。

1．世界と未来を拓く教育 

【大学】

長期計画：教育 ～地球公共精神の涵養と社会を支えるリーダーの育成～

中期計画：教養教育の充実 

・全学的な教育基盤の確立と共通教育カリキュラムの再構築 

本学には、全学共通の教養教育システムとして「青山スタンダード」があります。

青山学院大学の卒業生であれば、どの学部・学科を卒業したかに関わりなく、一定の

水準の技能・能力と一定の範囲の知識・教養を備えているという社会的評価を受ける

ことを到達目標としています。2003 年の開始から約 20 年を経て、全学共通教育の

目的・機能の再確認と、それを継続的に推進させるための体制・組織の再構築が喫緊

の課題です。アフターコロナ時代の社会の変容を見極めつつ、専門教育の基礎となる

教養教育の充実・改革に取り組みます。

中期計画：人と地域社会と本学をつなぐ教育の展開

・スポーツを通じて社会に貢献する人材やソリューションを提供する学内体制の

構築

本事業は、超高齢化社会を支える上でスポーツが重要な役割を果たすことを期待さ

れていることに着目し、スポーツを通じて社会に貢献する新しい職種の人材育成

プログラムの実施と、それを持続可能とする学内体制の構築を目的としています。

2021年度は体育会学生を対象とした「スポーツキャリアプログラム」や、一般学生

向けカリキュラム、社会人向けの履修証明プログラムを完成させるとともに、

センター開設を目指します。また、「青トレコンディショニング」「青学ボディ
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メイクヨガ」等のイベント開催を継続するほか、様々な地域連携事業を通じて、

スポーツを軸とした青山学院の新たなブランドイメージの社会への浸透を図り、

教育研究活動と連動した体制を構築していきます。

・地域・社会リエゾン機能の強化：相模原市との地域連携プロジェクト

本学は、研究活動の成果を社会へ還元するために、産官学連携ポリシーに基づき、

地方公共団体及び自治体・大学・企業等との連携を推進しています。中でも

キャンパスを置く相模原市とは、2014 年より包括協定を結び、地域の課題解決及び

活性化、人材育成等の分野で連携を深めてきました。これまでの実績を踏まえた更な

る連携強化を図るべく、本学の地域社会リエゾン機能の強化を図ります。将来的に 

本学リエゾンセンターに地域連携担当の URA＊を配置するなど、具体的な体制整備

を目指します。特に、災害時等のリスクマネジメント体制の構築に向けた準備を、 

相模原市と協力して推進します。

＊）URA：University Research Administrator の略。大学等における研究資金の調達・管

理、知財の管理・活用等をマネジメントする人材。

・シビックエンゲージメントセンターの開設と充実

本学の学生・教職員が、多様化する市民協働事業への参加を通して、サーバント・

リーダーとして成長することを目的としたセンターの開設及びその機能の充実を

目指し、これまで準備を進めてきました。2021 年度は、本学における市民協働事業

の拠点となるシビックエンゲージメントセンターを開設し、本学院全体への啓蒙

活動及び地域社会との連携促進を行う基盤づくりに取り組みます。また、これらの

活動を通じて得られた成果をもとに、サービス・ラーニングや社会貢献活動の更なる

推進に向けた取組を開始します。

・リカレント教育センターの設置と充実

リカレント教育への社会的要請の高まりに応えるため、本学におけるリカレント

教育の企画・実施運営並びにこれらに必要な調査研究・情報発信を担う常設の組織と

して、リカレント教育センターの設置及びその機能の充実を目指して取り組んでき

ました。2021 年度は、各種規則の制定を行い、社会人講座「青山アカデメイア」と

の関連性を整理し、センターを設置するとともに、履修証明プログラムの充実を図り

ます。

中期計画：地球規模の視野に立った教育の実践 

・海外大学からのインターン生受入れ 

  本学の大学院理工学研究科に入学する留学生の受入れ拡大を目的として、理工学部

では海外大学からのインターン生を積極的に受け入れています。2020 年度は、新型

コロナウイルス感染拡大の影響によりプログラムの中止を余儀なくされましたが、

本プログラムの認知度向上により応募者が増加しており、インターン生や派遣元
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大学からの評価も高いことから、2021 年度は受入れを再開することとしました。 
プログラムの継続に留まらず、派遣元大学の国・地域の拡大や世界トップレベル大学

との交流も戦略的に進めていきます。

・国際認証（EFMD Accredited - MBA＊）の取得 

国際マネジメント研究科では、世界トップクラスのビジネススクールに与えられる

国際認証の取得を目指しています。認証取得により、国際ランキングの向上や留学生

受入れの増加、世界のトップビジネススクールとのネットワーク構築といった効果

が期待されます。2021 年度は、審査の最終段階として Peer Review Visit チームに

よる実地調査を予定しており、その受入れ準備や Self-Assessment Report（自己 
点検報告書）の完成、英文シラバス作成等の作業を進めていきます。

＊）世界トップビジネススクールの認証機関である The European Foundation for Management 
Development (EFMD)が発行する国際認証（旧名称 EPAS） 

中期計画：学生の主体的な学びを支える IRの推進 

・IR機能の整備 

データに裏付けされた教育課程等の点検・評価を行い、改善・改革・新たな取組を

行うため、IR 機能を整備します。2021 年度は、本学がこれまで行ってきた IR に 
関する取組とその効果を検証し、その結果をもって今後の IR の在り方や IR 機能を

支える体制に関する検討を行います。

【高等部】 

・新カリキュラム策定を通して探究的な学びの推進に向けた高等部授業改革

2022 年度より運用を開始する新カリキュラムの策定を通じて、高等部の教育 
プログラム全般の改革に取り組みます。「探究的な学び」をキーワードに、自ら考え、

他者と協働し、発信していく主体的な学びを引き出す授業へと転換し、青山学院の

一貫教育をより有効に活かし得る高等部の教育を模索していきます。2021 年度は、

新カリキュラム及び移行期間中のプログラムの策定や、全教科が探究的な学びの

手法を取り入れていくためのシステムづくりを行います。

・ICT教育環境整備・タブレット端末機器導入（生徒 1人 1台端末導入計画） 

ICT 機器とその環境整備により、個々の学習ニーズに対応した教育の充実を図り、 
生徒の自己教育力・表現力・創造力を伸ばしていきます。生徒 1 人 1 台端末導入 
計画については、2020 年度新入生より導入を開始し、2022 年度には全校生徒への 
導入を目指しています。2021 年度は、新入生への端末導入及び教育効果の測定、 
2022 年度新入生への導入準備を行います。生徒一人ひとりに対応した学習環境を 
整備することにより、教育の質を更に向上させ、探究的な学びの深化につなげていき

ます。
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【中等部】 

・生徒 1人 1台タブレット端末の導入 

2021 年度新入生より、生徒 1 人に 1 台タブレット端末を導入し、段階的な実施によ

り2023年度には全学年での導入を目指します。1人1台端末環境を整備することで、

協同学習、情報検索、個々の理解度に応じた演習、実験・実習の記録等を容易に行え

るようになり、教科における生徒の理解度の向上や興味・関心の高まりが期待されま

す。利用状況の調査や生徒・教員を対象としたアンケートの実施により、改善を重ね

ながら最適な運用を行っていきます。

【初等部】 

・ニューノーマル・情報化社会・GIGAスクール構想 ＊に対応した新しい初等部型 ICT

教育及び情報教育の策定

GIGA スクール構想が打ち出されたことにより、教育現場における ICT 環境の整備

が急速に進んでいます。宿泊行事に代表される体験型学習や多彩な国際交流

プログラム等、これまでにも独自の特色ある取組を行ってきた初等部教育の良さを

活かしつつ、ICT の活用や情報教育においても、初等部らしさを発揮する取組を進め

ていきます。初等部では 2020 年度より 3~6 年生を対象に 1 人 1 台端末を導入して

おり、2021 年度は、新 3 年生への導入とこれに対応したコンピュータ学習の 
カリキュラム再編を行い、プログラミング学習の内容強化を図るとともに、各教科に

おける授業での ICT 活用シーンを増やします。 
＊）文部科学省が打ち出した、児童生徒向けの 1 人 1 台端末と、高速大容量の通信ネットワーク

を一体的に整備する施策。GIGA とは、Global and Innovation Gateway for All の略。

【幼稚園】

・SDGs＊を理解し、関心を持たせる取組

園児たちが将来、世界の人々と協働して持続可能なより良い社会をつくり出す人材

として活躍することを期待し、SDGs を意識した取組を実施します。園児一人ひとり

が、年齢なりに SDGs を理解し、関心を持って取り組むことができるよう、日々の

保育に SDGs に関連するカリキュラムを取り入れます。主に「平和」「貧困」 
「エネルギー」の 3 つのテーマに焦点を当て、異文化交流や献金による海外途上国

への支援、園庭菜園におけるコンポスト活用（環境に配慮した肥料づくり）等、日常

の園生活を通じて自然と意識が高まる環境づくりを目指します。

＊）国連が採択した「持続可能な開発目標」 
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【学院】

・自校史教育の推進

青山学院の礎を築き、発展を支えた先達の歩みを振り返り、未来へ伝えていくことは、

現代に生きる我々の使命です。そのためには、貴重な史資料・文化財を保存・公開す

ることが欠かせません。大学では、研究分野の中期計画の柱として「自校史研究の

活性化」を目標に掲げ、2021 年 4 月に青山学院大学附置青山学院史研究所を開設

します。研究成果を学院全体の自校史教育の推進につなげ、次の時代を担う

サーバント・リーダーを育成・輩出していきます。

・学校間連携の強化

幼稚園から大学・大学院を擁する青山学院は、高大連携の取組「高等部生徒による

大学授業の履修」「学問入門講座」をはじめとする、総合学園の特性を活かした

設置学校間における教育連携を実施しています。学校の枠にとらわれることなく、

また卒業後も生涯にわたっていつでも青山学院に戻って学ぶことができる環境を

整備し、「人生 100 年時代」における「青山学院の“人生一貫教育”」を展開していき

ます。

・校友と学院・在校生による連携強化

2020 年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、校友と学院・在校生の交流 
行事が中止や縮小を余儀なくされましたが、オンラインによる総会・懇親会の開催や、

SNS を活用した交流等、各団体において形を変えた取組が活発に行われ、新たな 
展開を見せています。また、在校生が家計急変により経済的理由で修学を諦めること

がないよう、本学独自に新設した「青山学院大学新型コロナウイルス感染症緊急支援

給付奨学金」制度の趣旨に賛同いただいた多くの校友・関係者から支援が集まってい

ます。厳しい状況下においても「オール青山」の絆の結束力は変わりません。この

経験を活かして、今後も校友と学院・在校生の連携を一層強化する施策を打ち出して

いきます。

・キリスト教文化発信の企画と実施 

  キリスト教教育に資することを目的として、キリスト教音楽に焦点を当てた行事を

企画・実施します。宗教センター独自企画として、教会音楽のレクチャーコンサート

を開催するほか、学内チャペルにおける各設置学校の聖歌隊、ハンドベル・クワイア

等団体の定期演奏会やクリスマスコンサートの開催及びオンライン配信をサポート

します。これらの行事を通してキリスト教文化の魅力を発信していきます。 
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2．世界をリードする研究

【大学】 

長期計画：研究 ～大学における知の集積と社会への還元～

中期計画：自校史研究の活性化

・自校史研究の活性化

自校史に関する研究機能を強化するため、大学附置の青山学院史研究所を設置しま

す。また、同研究所において、これまで青山学院が果たしてきた歴史的役割に関する

調査・研究を行い、その成果を広く社会へ発信するとともに、各設置学校における

授業等に活用することで、本学のブランド力向上及び校友の帰属意識の涵養を

目指します。開設初年度となる2021年度は、『青山学院一五〇年史』の編纂を行う

とともに、研究所の基盤整備を行います。

中期計画：先端研究への挑戦

・生命システムの動態計測と複雑系解析における革新的基盤形成 

2019年度より3年にわたって取り組んだ細胞内環境の化学計測と複雑系を取り扱う

研究基盤の構築に関する研究成果を総括し、国内外の学会発表や国際誌への論文

投稿を通して広く世界へ発信します。また、本事業の集大成として、化学・生命科学

を専門とする構成員による研究を融合した「ライフサイエンス研究センター（仮称）」

の2022年度の設立を目指し、2021年度はその準備に着手します。 

・本学の SDGs（国連が採択した「持続可能な開発目標」）に対する研究強化への取組 

青山学院は、教育方針に「すべての人と社会とに対する責任を進んで果たす人間の

形成」を掲げ、これまでSDGsにつながる教育・研究・社会貢献の取組を行ってきま

した。青山学院大学では、研究・教育はもとより、大学の業務全般を通して本取組を

展開していきます。こういった大学における総合的な研究強化への取組により、

青山学院の学生・生徒・児童・園児及び教職員、そして社会への還元を実効性のある

ものにすることが期待されます。そのために、SDGsと関連する研究・教育を支援す

る助成制度を一層充実させて、特設ウェブサイトや「NEWS SOKEN」に加えて、 
新たにシンポジウムを開催するなどして、当該研究内容の公表と浸透を学内外で

図っていき、「世界のAGU」としての地位を高めていきます。 
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・ジェロントロジーの学際研究および教育・啓発事業

超高齢社会の日本が抱える多様な課題にジェロントロジー（超高齢社会に資する

学際研究分野）の観点から取り組むため、本学は2018年にジェロントロジー研究所

を設立しました。自然科学・応用科学・社会科学・人文学等を融合した学際研究・

国際共同研究の実績を活かして、更に研究を加速させるとともに、その成果を全学

共通の教養教育「青山スタンダード科目」に展開し、教育事業の充実を図ります。

また、講演会や専用ウェブサイトを通じた社会啓発活動にも継続して取り組みます。 

・ヘルスイノベーション学術ネットワークの基盤形成 

理工学部では、文部科学省の私立大学研究ブランディング事業として「次世代

ウェルビーイング」を推進し、本学独自の医工学の基盤を形成しました。本学は、

病態を可視化する脳科学や生体ナノ技術を開発するナノ物理学、ヘルスケア医療

システムや公衆衛生等、医学関連分野で多くの研究実績を上げています。「次世代

ウェルビーイング」事業で確立した医工学を更に発展させ、学際的なヘルス

イノベーション学術ネットワークを形成し、将来的には「ヘルスイノベーション

センター（仮称）」の設立を目指します。個人に根ざした未病把握や健康増進、感染

予防が大きな課題となる日本において、医学関連分野で本学のプレゼンスを高め、

リーダーシップを発揮していきます。

・体力・健康の維持増進や運動パフォーマンス向上のための新しい運動処方の研究 

開発に向けた基盤形成 

SDGsに掲げられた「目標3：すべての人に健康と福祉を」につながる取組として、 
身体運動のもつ予防医学的側面を活かした「全ての人が取り組める新たな運動

処方」を研究・開発し、社会に発信していきます。2021年度は、身体運動を対象とし

た基本的な研究基盤の確立を目指すとともに、体力・健康の維持増進や運動

パフォーマンスの効果的な向上を可能とする「誰でも簡単に」「楽に・楽しく」で

きる独創的な運動方法の研究・開発を開始します。

中期計画：次世代研究者の育成 

・データサイエンティスト育成プログラムの確立 

統計や機械学習等の技術を駆使して膨大なデータから新たな価値を創出する技術者

「データサイエンティスト」の需要が高まっています。本学は、大学院において

実践的なデータサイエンティストの育成環境を整備し、その教育プログラムの

エッセンスを凝縮した社会人向け講座を提供することで、社会の要請に応えていき

ます。2021年度は、理工学研究科で展開しているデータサイエンティスト育成 
プログラムの内容改善や、演習・実習用計算機環境の拡充、社会人向けデータ

サイエンス講座の開設に取り組みます。
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3．世界が求める社会貢献 

サービス・ラーニングや社会人教育、地域連携等、本学における教育・研究の取組の

多くは、社会貢献につながっています。その中でも特に社会貢献に大きく関わる

事業計画について、本書では以下のページに掲載していますのでご覧ください。

P.6「地域・社会リエゾン機能の強化：相模原市との地域連携プロジェクト」（大学） 
P.6「シビックエンゲージメントセンターの開設と充実」（大学） 
P.6「リカレント教育センターの設置と充実」（大学） 

【各設置学校におけるサービス・ラーニングに係る取組例】

学院 ●幼稚園から大学まで各教育課程を横断するフィリピン訪問プログラム

大学 ●日本赤十字社とのボランティア・パートナーシップ協定に基づく活動

●地方自治体との各種協定に基づくボランティア活動、地域振興支援

●ボランティアセンターによる各種活動（渋谷区におけるこどもテーブル

拠点事業、フィリピン等における国際協力、東北地方・熊本県における

復興支援活動、ボラサポ制度の運用）及びサービス・ラーニングに関する

科目への支援

●サークル、ゼミ単位での国内外における各種貢献活動

●青山スタンダード科目「サービス・ラーニングⅠ・Ⅱ」「サービス・

ラーニングとしてのボランティア活動」

女子短期大学 ●宮古市における児童・生徒に対する教育支援活動等被災地支援

高等部 ●東日本大震災の被災地の学校との交流 ●横浜寿町での炊き出し等支援

●東ティモール・スタディ・ツアー（ケーススタディと現地調査）

●知的障がい支援施設「えびす青年教室」への訪問、交流

●チャイルド・ファンド・ジャパンを通してのフィリピンの子ども支援

中等部 ●養護老人ホームでの奉仕活動 ●震災被災者支援募金活動

●チャイルド・ファンド・ジャパンを通してのフィリピンの子ども支援

初等部 ●滋賀県にある止揚学園への短期留学

●社会福祉法人鎌倉薫風学園ラファエル会・日本聾話学校への訪問

●日本キリスト教海外医療協力会支援プログラム（使用済み切手の回収）

●チャイルド・ファンド・ジャパンを通してのフィリピンの子ども支援

幼稚園 ●チャイルド・ファンド・ジャパンを通してのフィリピンの子ども支援
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4．世界に誇る知的インフラ及び基盤整備 

【大学】 

長期計画：基盤整備 ～教育研究を支えるプラットフォームの確立～ 

中期計画：人的資源の活用 

・職員対象 SDの実施 

「青山学院の求める人材像」に基づき、自らの役割を果たしてその成果を大学に還元

できる職員を育成するために、SD（スタッフ・ディベロップメント）を通して、 
教育・研究の高度化や組織運営の活性化につながるような社会や組織への貢献度の

高い業務や企画等に主体的に取り組む組織の文化や風土を醸成します。2021 年度は、

業務の効率化を図り、余力を生むことで職員の主体性と創造力を育み、組織文化醸成

の基盤づくりを目的としたテーマで研修等を実施します。

中期計画：施設整備・教育研究環境の充実 

・新図書館の機能・学習空間の充実 

利用者の学習・研究・教育支援を総合的に実現することを目標として、「学生本位の

図書館」建築を目指し、環境への配慮と機能性・快適性を重視した設計思想に基づく

多様な学習空間を提供していきます。2021 年度は、研究活動を支える図書資料の 
充実と設備・什器類の拡充、ICT を積極的に導入・活用した利用者の利便性向上の 
実現、未来型図書館実現のための運営組織の在り方、本学ならではの電子コンテンツ

及び聖書コレクション等学術資源拡充の具現化について検討を進めます。

〈参考〉大学新図書館の建築工事に関する計画は、P.15「大学新図書館棟建築計画」に掲載して

います。

【高等部】 

・新教学システムの導入 

生徒指導の充実や教員の業務効率化を目的として導入準備を進めてきた新教学

システムの運用を、2021 年度より開始します。稼働に伴う新規機能の開発や動作 
確認を行いながら、安定した運用を目指すとともに、システムの活用により教員の

業務改善を図り、働き方改革にもつなげていきます。

【中等部】 

・新教務システムの導入 

2022 年度からの新教務システム稼働を目指して、2021 年度は旧システムからの 
データ移行、プログラムの開発・実装、検証を行います。また、円滑なシステム
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移行のため、マニュアルの整備や管理者・利用者研修を実施します。これにより

生徒情報の一元化や事務処理の簡素化を実現し、教員の業務改善と効果的な教育の

実施につなげます。

【初等部】 

・人工地盤の遊具改修及び夢の遊具設置 

児童が遊びながら自然に体幹を鍛えるとともに、児童自ら仲間との遊び方を考え、

楽しむ環境づくりを目指して、遊具施設設備の改修・拡充を行います。2021 年度は、

「初等部夢の遊具プラン」を策定し、これに基づく第 1 期工事（人工地盤の遊具 
改修）に着手する予定です。2022 年度には、第 2 期工事（夢の遊具設置）を予定し

ています。

【学院】 

・資料センター所蔵資料検索システムの構築 

教育・研究に資する資料センター所蔵の学院史資料の利便性向上を目指して、

クラウド型ミュージアムシステムを導入します。段階的なウェブ公開（2021 年度中

に開始予定）により、将来的には学内外研究者の資料有効活用が推進されるとともに、

利用者自身による学院史資料へのスムーズなアクセスを通して、本学院の歴史を

身近に感じていただけるようなシステム構築を目指します。

【法人：人事に関する計画】 

中長期計画：サーバント・リーダーとしての職員の育成 

・AOYAMA VISIONの遂行に基づき、学院の個性を発揮することのできるサーバント・

リーダーとしての職員の育成 

AOYAMA VISION に掲げる「サーバント・リーダーの育成」を遂行するため、まず

職員一人ひとりがサーバント・リーダーの素養を身につけ、「地の塩、世の光」を

体現する人材となることを目指して、「職員のサーバント・リーダー育成研修

プログラム」を実施しています。また、「新任職員研修」や大学の SD（スタッフ・ 
ディベロップメント）の内容を含めた「職員能力向上プログラム」等にて、学校職員

に求められる知識やスキルを身につける機会を提供しています。その時々の社会

情勢を見極めながら、より相応しい実施形態・内容を模索し、時代を経ても永続的に

青山学院を支えることのできる人材の育成を推し進めます。
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・学校の国際化を支える職員のグローバル人材の育成 

学院全体の国際化に寄与する職員の育成として「語学堪能な人材の積極的な採用」、

「語学力を考慮した人材配置」及び「能力開発支援」に取り組んでいます。

2021 年度も様々な語学研修プログラムを実施するほか、学内でのグローバル 
マインドセット研修や語学試験受験料補助制度等、国際化に必要となるプログラム

を実施します。引き続き、新型コロナウイルス感染症対策を講じながら、受講者の

利便性やニーズを満たす育成計画に取り組んでいきます。

中長期計画：SDGsへの取組 

・障がい者雇用の拡充 

青山学院は、「青山学院・新経営宣言」の「Be the Difference」に象徴されるように、

「多様性を認め合い、一人ひとりの個性を尊重すること」を大切にしています。性別、

年齢、国籍、障がいの有無といった個人の属性にかかわりなく、様々な人材の能力や

発想、価値観を融合することで、組織の活性化を図るとともに、働き方の多様化を

目指しています。誰もが働きやすい環境を整備することで、障がい者雇用の拡充につ

なげ、充実感をもって仕事に打ち込んでもらえるような配慮や支援体制を整えてい

きます。 

【法人：施設に関する計画】 

中長期計画：キャンパス再開発計画

・大学新図書館棟建築計画（法人・大学）

2024 年 4 月の新図書館棟全館オープンに向けて、2021 年 4 月より既存校舎解体 
工事を、同年 12 月より新図書館棟新築工事を開始し、建築計画を順次進めます。 
新図書館では、「学生本位の図書館」という視点に立ち、学習空間や支援の提供、

本学の教育研究基盤を支える学術資源の拡充、研究活動に資する環境の整備等、

利用者の学習・研究・教育支援を総合的に実現する図書館を目指します。

〈参考〉大学新図書館に関する計画は、P.13「新図書館の機能・学習空間の充実」にも掲載して

います。 

・新園舎の建築（法人・幼稚園） 

幼稚園では、日の光や風の流れ、四季の移り変わり、自然界の循環等を感じられる

豊かな環境を大切にしています。その中で子どもたちが遊びを通して生きるために

必要な力を養い、神様の恵みと守りを感じ、祈りと感謝と喜びの生活が実現できるよ

うな新園舎の建築を目指しています。2020 年度に策定した基本構想・基本計画に 
基づいて、基本設計・実施設計の作成等順次計画を進めていきます。
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中長期計画：大規模天井改修計画 

・大規模天井落下防止対策 

在校生・教職員及び関係者が、安心して集えるキャンパスの安全性を確保するため、

2014 年に改正された建築基準法に則り、学院内において対象となる各学校の礼拝堂、

体育館、屋内プール、食堂や大教室等の大規模天井に対し 2015 年から順次必要な 
天井脱落対策を講じています。2021 年度は、高等部 PS 講堂、相模原 C 棟ラウンジ・

風除室の工事を実施します。 

Ⅱ．新経営宣言の実現

【法人】 

1．万代基金の設立による財政基盤の充実・整備

｢青山学院・新経営宣言｣の重要な柱の一つとして、2018 年に「万代基金」を創設し

ました。2020 年 4 月には、青山学院万代基金規則のもとに万代基金委員会を新設し、

皆さまから万代基金に直接いただいたご寄付を、学院の建学の精神に基づいてその

使命を果たしていくために必要な「給付型奨学金（フィナンシャル・エイド）」、

「教育研究資金（AOYAMA VISION）」、「万代基本基金（財政基盤強化のための貯蓄

型基金）」の三つの使途へ配分する体制を整えました。コロナ禍には、家計が急変し

た青山学院在籍者のために、「新型コロナウイルス緊急支援募金」を立ち上げ、心温

まる多くのご支援を賜りました。今後も青山学院に在籍する全ての学生・生徒・児童・

園児が経済的な理由で修学をあきらめることがないよう、また各設置学校における

教育・研究の質的向上を財政面から支えるために、安定的な基金の運用体制を強化し

ていきます。

Ⅲ．その他 

【女子短期大学】

・女子短期大学記念碑設置準備

青山学院女子短期大学はキリスト教の信仰に基づき、青山学院の源流のひとつであ

る「女子小学校」から、「青山女学院」を経て、現在に至る本学院の女子教育の伝統

を継承し、女子の高等教育を展開してきました。愛と奉仕に生き、社会で積極的な

貢献をなし得る女性の育成を教育理念に掲げ、女子高等教育機関として輩出した

6 万人を超える卒業生は、日本中、世界中で活躍しています。閉学にあたって記念碑

を建立し、長い歴史に幕を下ろす女子短期大学の歩みを後世に伝えていきます。
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【中等部】

・中等部創立 75周年式典及び記念誌の発行

1947 年第二次世界大戦後の教育改革の中で、新しい男女共学の中学校として開設さ

れた中等部は、一人ひとりの個性や違いを善いものとして互いに認め合い、競争では

なく協力し合うことを、変わらずに大切に受け継いできました。一方で、変革を遂げ

る時代に他者と協力してグローバルに活躍する人の育成を目指し、慣例に捉われる

ことなく常に改革を進めて、「教科センター方式」の導入や、ゆとりある環境整備等

を実施してきました。2022 年に迎える創立 75 周年を記念して、式典の開催及び 
記念誌の発行を行います。受け継がれてきたものの大切さを再認識するとともに、

更なる未来を見据えた新たな改革につながるよう準備を進めています。

【初等部】

・ランチョン 50周年企画『パンと水Ⅱ』（仮称）の発行

特別ランチ「木曜ランチョン」が、2020 年に 50 周年を迎えたことを記念して、 
初等部の食育を紹介する『パンと水Ⅱ』（仮称）を発行します。生活の全てを教育の

場として、日々の「教室給食」、2 学年一緒にいただく「食堂給食」や、毎週木曜日

に 1 学年だけのために心と手をかけて用意される「木曜ランチョン」を通して、食事

の準備・片付けの仕方、食卓での人との交わり方、テーブルマナーやお客様をおもて

なしする心を育んでいます。『パンと水』（1986 年初版）に、近年の新たな取組や、

コロナ禍に安心・安全維持を実現させた新たな給食様式の記録等を加えて取りまと

め、初等部が大切にする「心もからだも育てるおいしい食事」の在り方を伝えていき

ます。

【学院】 

・『青山学院一五〇年史』編纂

2024 年に迎える学院創立 150 周年の記念事業『青山学院一五〇年史』の刊行に向け

て、「青山学院の建学の精神を明らかにし、青山学院の依って立つべき基盤となる

歴史像の提示を目指す」ことを第一の目標として、また青山学院 150 年の長い歴史

を見つめなおすことが、過去に学び現状を認識し、未来を構築する礎となるよう編纂

を進めています。2019 年 3 月の資料編第Ⅰ巻（明治初年から昭和戦前期まで）の 
刊行に続き、2021 年 3 月には資料編第Ⅱ巻（戦後から今日まで）を刊行しました。

更に、通史編第Ⅰ巻・第Ⅱ巻等の刊行に向けて、編纂や執筆準備に取り組んでいます。 
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【法人】

・学院創立 150周年記念事業の企画及び実施

明治初期に米国メソジスト監督教会から日本に派遣された 3 名の宣教師によって 
創設された 3 つの学校「女子小学校」、「耕教学舎」、「美會神学校」を源流とする 
青山学院は、2024 年 11 月に創立 150 周年を迎えます。キリスト教信仰に基づく 
150 年の歩みを振り返り、青山学院の果たした意義を検証し、150 周年を未来へ向け

た更なる人類への貢献のための新たなスタートと位置付け、記念事業の企画と実施

を進めていきます。

・次期ヴィジョン及び長期目標、中期計画策定のための準備

青山学院は、創立 140 周年を迎えた 2014 年に、150 周年に向け更なる飛躍のための

指針として「AOYAMA VISION」（2014-2024）を発表しました。3 年後の 2017 年

には、その諸施策をよりスピード感をもって確実に実行するために、「AOYAMA 
VISION パワーアップ宣言」を発表し、学院教職員一丸となって取り組んでいます。

予測困難な時代の中で、地球規模の課題に取り組み、世界で活躍する人材の育成を

実現させるためには、絶え間なく挑戦し続けていくことが必要です。混乱の時代だか

らこそ同じ方向を向いて進むためには、学院の指針となる次期ヴィジョン及び長期

目標・中期計画が重要となります。150 周年の大きな節目を 160 周年に向けた 
更なる飛躍の新たなスタートとして、青山学院のより良い教育・研究を実現させる

将来構想について検討する準備を開始します。

〈補足事項〉P.5 から P.18 の表記について 
1. 【学院】【法人】

法人執行部及び本部事務部署が行う事業計画については、「教育・研究・学術」に

関わる計画を【学院】、「経営・管理」に関わる計画を【法人】と表記しています。

2. 【大学】

大学を構成する各部署・附置機関、大学院、専門職大学院が行う事業計画については、

全て【大学】と表記しています。 

本書に掲載している計画は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、内容を変更あるい

は中止することがあります。 



地の塩、世の光

The Salt of the Earth, The Light of the World 
【青山学院スクール・モットー】

学校法人 青山学院 2021 年度事業計画書 
2021 年 3 月 25 日 理事会承認（2021 年 4 月発行） 

学校法人 青山学院 〒150-8366 東京都渋谷区渋谷 4-4-25 
〈問い合わせ先〉総合企画部 Tel.03-3409-6384 

〈学院ウェブサイト〉http://www.aoyamagakuin.jp/ 

http://www.aoyamagakuin.jp/
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